平成２１年度実施計画

	課題番号：１４０８


（１）実施代表機関名：

東京大学地震研究所
（２）研究課題名：

　　噴火シナリオに基づく推移予測の試行

（３）最も関連の深い建議の項目：

　1　地震・火山現象予測のための観測研究の推進

　 （2）地震・火山現象に関する予測システムの構築

 　 （2-2）火山噴火予測システム
　　　　イ．噴火シナリオに基づく噴火予測

（４）その他関連する建議の項目：

　1　地震・火山現象予測のための観測研究の推進

　 （2）地震・火山現象に関する予測システムの構築

 　 （2-2）火山噴火予測システム
     　ア．噴火シナリオの作成

（５）平成２０年度までの関連する研究成果の概要：

　
新規研究

（６）本課題の５ヵ年の到達目標： 
1.(2)(2-2)「ア」で作成した噴火シナリオに基づき，桜島，伊豆大島，有珠山などについて，過去や現在の観測テータから現在の状態から火山噴火や噴火終息に至るまでの過程を様々な観点から想定し，噴火推移の予測を試みることを目指す．

（７）本課題の５ヵ年計画の概要：
　　　平成21年度は三宅島と伊豆大島の観測データを持ち寄り，噴火シナリオと過去噴火の推移から現状の理解と噴火現象の分岐について定量的に扱う方策を検討する．経費は東京での研究打合せと会議費に当てる．
　　　平成22年度，平成23年度は，桜島の観測データを持ち寄り，噴火シナリオと過去噴火の推移から現状の理解と噴火現象の分岐について定量的に扱う方策を検討する．経費は研究打合せと会議費に当てる．
　　　平成22年度，平成23年度は，有珠山の観測データを持ち寄り，噴火シナリオと過去噴火の推移から現状の理解と噴火現象の分岐について定量的に扱う方策を検討する．経費は研究打合せと会議費に当てる．
（８）実施機関の参加者氏名または機関名：

中田節也・森田裕一・渡辺秀文・藤井敏嗣（東京大学地震研究所），井口正人・石原和弘（京都大学防災研究所），鍵山恒臣（京都大学理学研究科），清水洋（九州大学理学院），西村太志（東北大学理学研究科），大島弘光・村上　亮（北海道大学理学研究院），津久井雅志（千葉大学理学部），川邉禎久(産業技術総合研究所地質情報研究部門)，鵜川元雄（防災科学技術研究所火山防災研究部），西村卓也（国土地理院）

（９）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先

　部署等名：東京大学地震研究所火山噴火予知研究センター

　電話：03-5841-5695

　e-mail：nakada@eri.u-tokyo.ac.jp

　URL：http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/vrc/

（10）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者

　　　氏名：中田節也

　　　所属：東京大学地震研究所

　　　電話：03-5841-5695

　　　FAX ：03-3812-6979

e-mail：nakada@eri.u-tokyo.ac.jp










